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不適切な会計処理について 

 

このたび、当社において、過年度の平成18年３月期決算における不適切な会計処理が行われていた可能性が高

いと判断するに至りましたので、今後の当社の対応方針等について、下記の通りお知らせいたします。 

当社は、平成18年３月期およびその前後の期を含めた３会計期間に対する調査を行っており、早急に真相究明

と不適切な会計処理の金額を確定させ、明らかになり次第速やかに公表いたします。 

当社において、このような不適切な会計処理の疑義が発生したことは誠に遺憾であり、また、株主、投資家お

よび取引先の皆様ならびに市場関係者の皆様をはじめ、ステ－クホルダーの皆様には多大なるご迷惑とご心配を

おかけしますことを、深くお詫び申し上げます。 

 

記 
１．不適切な会計処理の疑義が生じた経緯 

当社は、平成21年７月より、過年度決算の適正性について疑義が生じたことから、当社グループと利害関係

の無い外部の第三者により構成される調査委員会を設置し、当社および当社子会社の過去の会計処理に関して調

査を実施しております。 
その結果、今般、平成18年３月期決算において、売上の一部に実質の無いものが含まれている疑いなど、不

適切な会計処理が行われていた可能性が高いと判断するに至りました。 
なお、第三者調査委員会は次のメンバーで構成されており、その主な設置目的は、事実関係の調査、再発防止

策の策定および関係者の処分勧告等であります。 
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２．今期の業績に与える影響について 

  現時点においては全容解明には至っておりませんので、今期の業績予想および過年度決算数値におよぼす影響

額につきましては、金額が判明次第お知らせいたします。 

 

３．今後の対応について 

当社は、今回の事態の発生を真摯に受け止め、第三者調査委員会による厳正かつ徹底した事実関係および原因

究明を踏まえた再発防止策を実施する所存です。なお、調査結果および過年度の決算短信等、有価証券報告書等

の訂正の要否ならびに時期につきましては、その内容が確定次第、速やかにご報告させて頂きます。 
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